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1．目的

　 激 しい行動 轄 に対する支援方法として 、行動分析

学に よるア プ ロ ー
チが有効で あるこ とが認められてい

る （奥田， 2001）。 特に 、自傷や攻撃行動へ の対応方法

として 、Fr ス ケジ ュ
ー

ル を用 い た介入 （NCR）は、数

多 くの 研究 （Lalli，　Casey，＆Kates，1997；Vollmer 　et

aL ，1993 ；1998 など）によっ て エ ビデ ン ス が確立 さ

れ て い る。 本研究で は、攻撃 ・破壊行動の激しい 弓鍍

行動障害者に対 し て、非随伴強化法 （NCR）を利用 した介

入の効果に つ い て検討を行 う。
2．方法

D 対象者 1 他者 に対 して 「叩 く」 「爪を立 て る」「つ か

む」 な どの 激 しい 攻撃行動がみ られ 、 他施設で の 支援

が非常に困難 とな り、 知的障害者更生入所施設 の 強度

行動障害特別 処遇棟に入所 してきたばか りの 自閉症男

性 （18歳）を対象 とした。 また、放尿便や弄便 も激 し

く、ス タ ッ フ が トイ レ へ の誘導支援を行 う際に、ス タ

ッ フ へ の激 しい 攻撃行動がみ られた。
2）支援目標 ： トイ レ 誘導支援中 （トイ レ まで の 移動場

面と 5 分間の トイレ ッ トトレ
ー

ニ ン グ場面）の 攻撃行

動を減 らし、ス タ ッ フ の支援 に適切 に応 じられる こ と

を支援 目標 と し た 。

3）支援手続き ：FT ス ケジ ュ
ー一

ル を用い 、 1 日 1回 ト

イ レ ッ トトレー
ニ ン グ （rr 場面）を実施 した。好み の

事前アセ ス メ ン トに より、氷 とプル
ー

ン を好子 と して

用い た。
FT10秒か ら始め、

一
定の 時間間隔で好子を提

示 した 。 各介入フ ェ イズの 達成基準は、移動 ・TT場面

ともに攻撃行動が 10 セ ッ シ ョ ン 以 上連続 して消失す

る こ ととした。基準達成後、時間間隔を伸ば し
、 好子

提示 まで の 時間を長 く した （基準変更デザイ ン ）。 なお、
FT20 秒が達成基準に達 した と こ ろで こ の 介入 を終結
し、声かけによる誘導支援に戻 した。
3，結果

　移動場面で の 攻撃行動の 推移を Fig．1に 、
　Tr場面で

の 攻撃行動の推移を Fig2 に示 した 。 ア セ ス メ ン ト時

は、移動 ・” 場面ともに 5回以 上の攻撃行動がみ られ

たが
、 支援開始後はそれが激減 した。 支援終了後、声

か け に よ る誘導支援の み で の 2 か月後 の 維持測定で 、

攻撃行動は生起 して い な い こ とが確認された 。
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　支援開始直後か ら、
ス タ ッ フ に対する攻撃行動が な

くな っ た こ とか ら、トイ レ支援が容易にな っ た。また、

時間間隔 を変更 した直後に、若干 の 攻撃行動が生起す

るこ ともあっ た が 、す ぐに攻撃行動はみ られなくなっ

た。これ らの データ の トレ ン ドは、先行研究と同等で

あり、本介入 の強力な効果を示 して い る。また、攻撃

行動の 自発 に対 して 、好子を受け取 っ て 食べ る行動を

強化 した こ とは 、 DRI の 機能もあっ たと考えられ る。

　なお、本研究では、福祉現場の 二
V−・一ズや制限に よ り、

実験的介入 に よる機能分析 （Iwata，　et 　a1 ．，1982）は

実施困難 と考え、攻撃行動や弄便 の 機能分析は実施 し

なか っ た。それ に もかか わらず、聞き取 りと行動観察

による好 子 の アセ ス メ ン トだけで も十分な介入効果を

示すこ とが で きた。こ の こ とか ら本研究は 、 現場 へ の

応用可能性が高い 支援方法を提案 して い るとい える 。
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